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曽於市立財部南小学校
所 在 地： 曽於市財部町南俣５３２ ２ 番地

電話番号： ０ ９ ８ ６ -７５ -１１１０ ●児童数： ２１人

●学級数： ５ 学級

・ 少人数を生かし た教育活動の充実(縦割り 班活動)

・ 70年以上にわたり愛鳥精神と 思いやりの心を育む伝統の「 愛鳥校」

・ 保護者や地域の方々の協力を得ながらのさ つまいも栽培

特
色
あ
る
活
動

事業取組のきっかけ

実際に取り 組んで

1 こ れまでの学校の取組

2 事業応募への思い

（ 1） 本校の人権同和教育の目標

　 　 豊かな心情を も ち， 思いやり の心と 助け合う 心を 培う と と も

に， 基本的人権を尊重し 差別を許さ ない子ども の育成に努める。

　 わたし たちが「 あんたちがう よー。」 などの

上の言葉を 言っ ていたこ と に気づき まし た。

なのできびし く 言わないで，「 わたし メ ッ セー

ジ」 を言えばいいのかと たく さ ん学べまし た。

なのでこ れからずっと 気をつけます。（ ２ 年）

　 最初はみんな同じ 指じ を出さ れていたか

ら みんな 同じ 考え を 持つと 思っ て いたけ

ど， ぼく は， 人に「 ちがう 」 と 言う と き う

ら の気持ちを伝えら れていなかっ た。 それ

を教えても ら っ た。 なのでこ れから はう ら

の気持ちをし っ かり 伝えたい。（ ４ 年）

　 と ても 楽し く 活動し ながら 学習でき たのでよ かっ た。

私も ，「 男の子だから でき る。」 と 言っ てし まっ たこ と が

あっ てこ れから は気を つけていき たいと 思いまし た。 そ

し て， 友達や家族にも 教え広めていきたいと 思いまし た。

と ても わかり やすかっ たです。 わたし も めぐ 先生みたい

にだれも がすみやすい社会に少し でも でき るよう に頑張

り たいと 思います。今日はあり がと う ございまし た。(５ 年)

　 男女共同参画について学び， ふだんぼく はあまり 積極的

に発表できていないので積極的に発表し たいです。 (６ 年 )

　 わたし は，「 男女共同参画」 と いう じ ゅ 業を し てい

ろ いろ なこ と を知るこ と ができまし た。 １ つめは，「 ち

がう ＝まち がい」 ではないと いう こ と を 知り まし た。

わたし は， 他の人と ちがう 意見でも 自分の意見を発表

し たいなと 思いまし た。 今日はおいそがし い中いろ い

ろ なこ と を教えてく ださ り 本当にあり がと う ございま

し た。 (６ 年 )

　 こ せいは， 人によ っ てさ まざ まであっ ていろ いろ なと こ ろ がち がう から ， みんな

ち がっ てみんないいと 思っ た。 (４ 年 )

　 心にのこ っ たこ と の１ つ目は「 ち がいはまち がいではない。 ち がいが大切。」 と い

う こ と が分かり まし た。 こ れから も たく さ ん発表し たいです。 心にのこ っ たこ と の

２ つ目は「 一人一人おなじ こ と を 言われても にんし き がち がう 」 と いう こ と が分か

り まし た。 こ れから も いろ いろ ないけんを 知り たいです。（ ５ 年）　 わたし は， はじ めて 男女き ょ う ど う さ

んかく を 知り ま し た。 わたし はめぐ さ ん

の言っ たと おり にえ を かいたけれど ， み

んな と 見せあっ たら ぜんぜんち がいま し

た。 わたし は「 みんな めぐ さ んの言っ た

と おり にかいただけな のに， ひと それぞ

れち がう んだなあ。」と 思いまし た。（ ２ 年）

　 一人ひと り に， かんじ 方， 考え 方， や

り 方があっ て それは一人ひと り ち がう こ

と を 知り ま し た。 わたし は相手がき ずつ

く こ と な く ， 自分の気も ち を 伝え ら れる

話し 方が「 わたし メ ッ セージ」 と いう こ

と を はじ めて知り まし た。（ ３ 年）

　 年間を通し た縦割り 班活動で， お互いを思いやる心が育っ てき ている。 一方で， 自分のよさ を認めたり ， 自分に自信をも っ たり するこ と がで

きないなど， 自己肯定感が低い児童も 見ら れる。 そこ で男女共同参画の視点から 児童が自己肯定感を高め， 互いを尊重し ， 更により よい人間関

係を築いていっ てほし いと いう 願いやお互いのよさ をより よく 知り ， 生かし 協力し ていく ために校内の様々な活動において保護者や地域人材の

活用を推進し ていきたいと いう 思いから 本事業に応募し た。

（ 3） 人権同和教育の取組

・「 あたたかいやさ し い話し 方・ 聞き 方」 の励行

・ 人権週間 (6 月・ 12 月 ) の取組

・ 人権教室の実施

・ 人権標語の作成・ 掲示

・ 縦割り 班活動による人間関係作り

・「 あり がと う の木」 づく り

（ 2） 本校の児童の実態

・ 明るく 純朴である。

・ 少人数であるため， 縦のつながり が強く 高学年児が低学年児の面

倒を見るこ と が自然と 身に付いている。

・ 低学年の頃から 上級生の後ろ 姿を よく 見て育っ てき ているため，

学年が上がるにつれ， 委員会活動や清掃活動などでは責任を 自覚

し ， し っ かり と 取り 組むこ と ができる

・ 地域の方たちと も 登下校中のあいさ つなどを通じ て日常的なつな

がり ができている。

１ 児童を 対象と し たワーク ショ ッ プ ～子ども たちの感想～

10月４ 日（ 月）
 9： 40～11： 25 児童ワークショ ップ（ 全児童）  21人

 15： 15～16： 45 教職員セミ ナー 12人

11月10日（ 水）
 16： 15～17： 45 保護者・ 地域ワークショ ップ 8人

事 業 実 施 概 要
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　 心根が優し く ， 規律を 守る 気持ちを も っ て生活を

送っ ている 財部南小の子ども たちですが， 自己肯定

感は， あまり 高く あり ません。 どう やっ たら それを高

めら れる かを日々考えています。 今回お話し し て頂

いた「 ちがいを認め合う 」 こ と はその突破口になるの

ではと 思っています。 反面， 同調圧力が節度や協調と

いっ た日本社会のよさ を 作り 出し ている 面があるこ

と を考えると ，こ の「 ちがいを認め合う 」 こ と と ，「 同

調圧力」 を どのよ う に調和さ せていく のかを 今後さ

ら に考えていき たいと 思っ ています。 貴重な示唆を

与えていただきまし た。 あり がと う ございます。

　 南小は人数も 少なく 全員で活動する こ と が多く ，

男女や学年に関わら ず， 関係づく り がで き て いる

と 思いま す。 で すので， 子ど も たち は， 男女で の

差やち がいについてと いう よ り は，「 一人一人が大

切にさ れる 。」，「 ち がっ て も いい。」 と いう こ と を

強く 感じ る こ と ので き た時間だっ たので はな いか

と 思いまし た。Ｉ メ ッ セージは， 以前から 聞いたこ

と があり ， 私自身も 意識し て 続けて いま すが， 子

ど も たち への声かけを 行っ て も 伝わり にく いこ と

があり まし た。 今回話し てく ださ っ たこ と で，「 後

ろ の気持ち も 伝え て ご ら ん？」 と 声を かけやすく

な り ま す。 全員で， 貴重な 体験・ お話を 聞けて 本

当によかっ たです。 あり がと う ございまし た。

　 本日はあり がと う ござ いまし た。 子ども のワーク ショ ッ プ では， ち がい≠

まち がいを わかり やすく 教えていただき まし た。 子ども たち も 同じ こ と を 聞

いている のにち がう 受け取り がある のだと はっ き り 認識でき たと 思います。

また内なる 言葉をＩ メ ッ セージで伝える こ と が大切である こ と （ まだ言いた

く ないなども 含め） も わかっ たと 思います。 教職員セミ ナーでも 他の先生方

と 振り 返る こ と で， 本校の子ど も たち のよ さ を 再認識し たり ，Ｉ メ ッ セージ

で教師が伝え， 子ど も たち も スキルを 身につけ伝えら れる よ う にさ せていく

大切さ も 分かり まし た。 長時間あり がと う ございまし た。

　 児童・ 教職員・ 地域の方々と 共にワーク ショ ッ プ に参加する こ と がで き ，

有意義な一日と なり まし た。 中でも 自分を 大切にし ， 他者も 大切にでき る コ

ミ ュ ニケーショ ン のスキルについて学ぶこ と ができ ， 大人自身も 自分の日頃

の言動について 振り 返る 機会になっ たと 思います。「 言葉」 の力はすご いで

すね。 子ども 達にと っ て， 親から 与えら れた価値観以外で， 触れる こ と ので

き る 場の一つが学校です。 自己肯定感を 高め， 人に優し く 接する こ と ができ

るよ う な教育の大切さ を 改めて感じ まし た。

　「 男だから ， 女だから …」 と いう 言葉は

使わないよ う にし たい…と か， 赤と 青で男

女区別はし ないよ う に…と 思っ て心がけて

います。が，やはり「 高学年だから …」と 思っ

てし まう し ， こ う し てほし いと ち ょ っ ぴり

おし つけていたな…と 思う こ と でし た。 職

員セミ ナーの方で「 自分に拍手を ！！」 と

言っ ていただき ， 大人になっ ても ほめら れ

る っ ていいな！久し ぶり ほめら れたかも …

と 感じ まし た。 あり がと う ございまし た。

　 違い を 認める と いう こ と は知っ て いて

も ， で き て いな い自分に気づかさ れたり ，

子ど も たち の活動を 見て子ど も たち の持つ

様々な視点に気付かさ れたり と 大変充実し

た研修でし た。「 Ｉ メ ッ セージ」， 心がけて

いき たいと 思います。

　 学力や成績にまだまだ重き をおく 日本社会。 大人

になっ てから 「 生き る力」 や「 明る さ 」 を 培う こ と

はでき ないと 考えます。 色んな意見， 思考があるか

ら ， よ り よく 生き るこ と ができ ると 思う ので， 今日

の学びを 子ど も たち にかえ し て いき たいと 思いま

す。 子ども たち自身が違いを認め， 建設的な意見を

出せる 環境を 作っ て いき た いと 思いま す。Ｉ メ ッ

セージ， どんどん意識し てと り 入れたいです。

2 教職員を 対象と し たセミ ナー ～教職員の感想～ ワーク ショ ッ プの目的と 意義を共有し まし た。

3 保護者・ 地域の方々を 対象と し たワーク ショ ッ プ ～保護者・ 地域の方々の感想～ 子どもたちが体験し たワークショ ッ プと 同じ 内容で実施し まし た。

　 同じ 指示を 聞いても 理解の仕方が異なる

こ と ， 大人でも 分かっ て いる よ う で 分かっ

ていないこ と だと 思いまし た。

　 失敗やト ラ ウマは小学生のと き の経験か

ら 大人になっ た今まで ずっ と 忘れら れずに

残っ ている こ と があり ます。 小学生のと き

に「 違い≠間違い」 と いう こ と を 身に付け

ら れていたら ， 人を 傷つける こ と や自分を

傷つける こ と を 避けら れる のではないかな

と 思いま し た。「 一人一人違う 」 と いう こ

と は頭で 分かっ て いて も 普段忘れがち で

す。 物事を 考え る と き ， 人に何かを 伝える

と き ， まず違いがある こ と が当たり 前で あ

る こ と を 忘れずにいたいです。

　 天気の思わし く ない中， 遠路おいでく ださ いま し

てあり がと う ござ いまし た。 何回聞いても 飽き ない

学びの広場， ま だま だ曽於市で の開講を 待っ ていま

す。 今日は本当にあり がと う ございまし た。

　 成長の過程で 違いが出る。 それを 攻撃する ので は

な く 認め合う こ と が大切。 男だから ， 女だから で は

なく ，「 あなたは， あなた。」。 それぞれ違う こ と が当

たり 前。 それが男女共同参画です。 多様性を 大切に。

　 知り 合いの方が， 会議中に発言を し ， 自分し か意

見せず， 不安にな っ て いる 方がいま し た。 私は， そ

の方は違いを 恐れずすごいな あと 思いまし た 。 今日

の話を 聞き ， 改めて 自分自身も 発言でき る よ う にな

り たいと 感じ まし た。 あり がと う ございまし た。

事業を終えて～今後の取組など～

　 本事業を 通し て， 児童・ 教職員・ 保護者と と も に， こ れまでの自分を 振り 返り ， 他者と のよ り よ い関わり 方について考える よ い機会と なっ た。 特に人の考え方や感

じ 方にはそれぞれ違いがあり ，「 違い≠間違い」 である こ と ワーク ショ ッ プを 通じ て体験でき たこ と やＩ メ ッ セージについて深く 考えら れたこ と は今後子ども たち が，

更にお互いを 認め合い， よ り よ い関係を 築いていく 土台になっ たのではないかと 思う 。 今回学ばせていただいたこ と を 元に互いのよ さ を よ く 知り ， 生かし 協力し てい

く ために校内の様々な活動において保護者や地域人材の活用を 推進し ていき たい。

参観し た方々 地域の方々等への事業取組の周知

　 全児童が一生懸命取り 組んで い

ま し た。 みんな 仲良く ， 先生方も

一緒にな り ， 話し 合いに加わり ，

いい雰囲気でし た。

　 子ど も たち が皆熱心に取り 組む姿が

よ かっ た。 低学年にはよ く 理解で き た

のか？上学年が指示し て いたよ う で 心

強さ を 感じ た。 ど んな 違いがある か理

解ができ たよう だ。

　 6 年生の男の子二人に聞き まし た。 二人はいつも 競争心を も ち ， どっ ち も 一番

になり たいと のこ と 。 今日の話を 聞いて心に響く こ と がたく さ んあっ たと のこ

と 。 積極的な気持ち を 相手を 負かすのではなく ， 後ろ の気持ち を 考えて行動でき

る よ う になる のではないかと 今回の事業の素晴ら し さ を 感じ た。 めぐ さ んの相変

わら ずのさ わやかな声， 行動が子ども たち を どんどん引き つけていた。 低学年が

いる ので話を 区切っ て話すのも 大切ではないでし ょ う か。 久し ぶり に参加さ せて

いただき ， 改めて自分自身を 振り 返り ， 孫たち に発する 言葉にも う ら の気持ちを

考えよう と 思いまし た。 あり がと う ございまし た。 曽於市の遠いと こ ろ まで来て

いただき ， あり がと う ございまし た。 多く の学校で取り 入れてほし いですね。

・ 8 月発行の「 市報」 に掲載

　 配布先…曽於市内全戸

・ 10 月発行の「 学校便り 」 に掲載

　 発行部数…約4 0 0 部　 　 配布先…財部南校区全戸数

市報８ 月号

学校便り 10 月号
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肝付町立波野小学校
所 在 地： 肝属郡肝付町波見１０ ６ ６ 番地

電話番号： ０９９４ -６５ -６２０３ ●児童数： ３５ 人

●学級数： ５ 学級

・ 少人数のよさを生かし た学習指導・ 個に応じ た指導の充実

・ 地域・ 保護者と 一体となった学校教育活動「 波野っ 子祭り」

・ ヒ ラメ やウナギの放流など，自然や地域資源を生かし た体験活動

・ 小中連携教育校として，波野中と９ 年間を通し た教育活動の構築

特
色
あ
る
活
動

事業取組のきっかけ

実際に取り 組んで

1 こ れまでの学校の取組

2 事業応募への思い

（ 1） 本校の人権同和教育の目標

・ 互いのよさ や可能性を認め合い，人権を尊重する児童の育成を図る。

・ 差別や偏見を見抜き ， それら をなく そう と する実践力をも っ た児

童の育成を図る。

　 わたし は今日の学習で大切にし たいと 思っ たこ と は， 年れいや性別など

で「 女の子だから こ れでき るよね」 や「 男の子だから こ れできないよね」 な

どと 差別をし ないこ と です。 わたし は「 男の子だから 力持ち」 と いう 理由で

物を 持っ ても ら っ たり し たこ と があるから「 持っ てく れる」 と 一回聞いてか

ら 手伝っ ても ら おう と 思いまし た。 わたし は何も し ゃべら ない， 何も たずね

ないと いう こ と をし て， し ゃ べれない人や耳の聞こ えない人に物を 使っ たり

するこ と で自分の伝えたいこ と を 伝えら れると いう こ と を教えても ら っ てこ

う すれば， し ょ う がいのある人と 通じ 合えるから ， 忘れないよう にし たいで

す。 わたし は今日教えても ら っ たこ と を わすれないで， みんなが仲良く く ら

せて今より も し あわせな世界になればいいと 思いまし た。（ ５ 年生）

　 男女共同参画学びの広場を 学習し て， 私は， 当たり 前の

こ と が当たり 前ではないこ と に気づかさ れまし た。 私は， 人

前で意見を言う こ と や， 話し 合いがと ても 苦手です。 なぜな

ら，「 こ の意見で大じ ょ う ぶなのだろう か？」，「 まちがっ てい

たら どう し よう 」 と 思っ てし まっ ているから です。 でも ， こ

の学習を 通し て，「 ち がい＝まちがい」 ではないのだなと 分

かり まし た。 こ れから ，話し 合いのと きに，つい感情的になっ

て，Ｙ ＯＵ メ ッ セージになら ないよう ，気をつけながら ，Ｉ メ ッ

セージを すると いう こ と を 生かし ていき たいです。 そし て，

人と はちがう ， 人それぞれちがう 考え方がある， 自分を否定

せずに， ほめてあげる， あきら めないと いう こ と をこ れから

の生活に生かし ていきたいです。 性別や国， 年れいなどで差

別は絶対にし てはいけないと 改めて思いまし た。（ ６ 年生）

　 ぼく は絵をかいて同じ 指示で絵をかいても 人によっ てこ んなにちがいが

あること が分かり まし た。 例えば，ぼく は三角を大きな丸につなぎまし たが，

三角どう し でつないだ人も いまし た。 人はそれぞれ個性があると 思いまし

た。 男だからこう し ろ， 女だからこう し ろと いう 考えはやめて， それぞれの

個性をかがやかせた方がいいと 思います。 恵さ んのよう な人がこ れから ふ

えていって，ぼく も そのよう な活動にと り く んでいこう と 思います。（ ５ 年生）

　 わたし は，Ｙ ＯＵ メ ッ セージとＩ メ ッ セージと いう 言葉が心に残り まし た。Ｙ ＯＵ

メ ッ セージは「 それちがう よ。」「 おかし いよ。」「 ダメ だよ。」 などのチク チク 言

葉で，Ｉ メ ッ セージは「 どう し たの。」「 ここをもう ちょ っとこう し たらいいんじ ゃ

ないの。」「 ここは，こう するんだよ。」 などのふわふわ言葉だと いう こと を学んで，

わたし は弟やお母さ ん， お父さ んなどの人に， おこっている時 , Ｙ ＯＵメ ッ セー

ジをかけていて , きげんがいい時はＩ メ ッ セージをかけているので , いつでも

Ｉ メ ッ セージを使えるよう にがんばり たいなと 思いまし た。（ ５ 年生）

　 僕が一番心に残っ ているこ と は， ６ つの指示で絵をかいた

こ と です。 理由は「 6 つの指示だけでこ んなに違う のだなあ」

と も 思っ たし ， 点を打つ場所で上だけを打つ人も いたし ， 絵

のまわり を点々し ている人も いまし た。 僕が初めて知っ たこ

と は，Ｉ メ ッ セージと Ｙ Ｏ Ｕ メ ッ セージです。 それにＩ メ ッ

セージは多数決ではなく て， その意見Ａ と Ｂ をく っ つけてＣ

にする と いう 意味で，Ｙ Ｏ Ｕ メ ッ セージはＩ メ ッ セージの反

対で多数決で決めると いう こ と を初めて知り まし た。 僕は 4

年生のこ ろジェ ンダー平等も 習っ たので「 ちがう なあ」 と い

う 意見でも ， 責めたり 「 変だよ！」 と 言わないで「 僕は○○

なので○○がいいよ」と 優し く し よう と 思いまし た。（ ５ 年生）

　 本校は全校児童数 3 5 名の小規模校である。 児童数が減少し ており , 来年度には完全複式学級になる可能性が高いが， 学校・ 家庭・ 地域が一

体と なり ， 教育活動を進めている。 地域の産業の体験， 学習の成果を発表する波野っ 子祭り 等， 児童は地域の中で健やかに成長し ている。

　 その一方で多様な人間関係の中での生活体験が少なく ， 自分の考えに自信が持てず , 自分たちで主体的に問題を解決するこ と を苦手と する課

題も ある。 そこ で , 人権意識を高めながら ， ちがいを認め， 一人ひと り に寄り 添いながら , 自分を大切に思える自尊感情を高めていきたい。 そ

のために講話や研修を通し て人権に対する理解を深め， 日常生活に還元でき る実践力を養いたいと 考え， 本事業に応募し た。

（ 3） 人権同和教育の取組

・ 毎年 12 月に校内人権週間を 設定し ， 地域の人権擁護委員を 招い

た人権教室の実施をし たり ， 人権問題を発達段階に応じ て考えた

り するこ と を行っ ている。

・ 普段から 「 ふわふわ言葉」 と 「 チク チク 言葉」 を 意識し て活動し

ており ， 言葉に対する感覚を生活の中で児童が考えながら 生活で

きている。

・ いじ めについて考える週間の実施（ ４ 月， ９ 月， １ 月）。

・ 学校楽し ぃ ーと の実施と 結果の共通理解及び活用。

（ 2） 本校の児童の実態

・ 上学年から 下学年まで異学年で活動するこ と も 多く ， 仲良く 協力

し ながら 活動し ている。

・ 欠席が少なく , みんな元気に学校に通っ ている。

・ 素直で明るく , 何事にも 活発に取り 組むこ と ができ る。

・ 自分の考えに自信が持てず , 自分たちで主体的に問題を解決する

こ と が苦手な面が見ら れる。

１ 児童を 対象と し たワーク ショ ッ プ ～子ども たちの感想～

11月８ 日（ 月）
 10： 50～12： 30 児童ワークショ ップ（ ５・ ６ 年）  14人

 15： 30～16： 45 教職員セミ ナー 　 7人

12月16日（ 木）
 15： 00～16： 30 保護者・ 地域ワークショ ップ 15人

事 業 実 施 概 要
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　 Ｉ メ ッ セージ と Ｙ Ｏ Ｕ メ ッ セージと いう 言葉

が心に残っ ています。 初めて聞いたので， 最初

はよ く 分から なかっ たけど ， 聞いていく う ち に

大事な言葉だと 分かり まし た。 それは， 三角形

の図で説明する のを 聞いている と き でし た。 先

が主張でＹ Ｏ Ｕ メ ッ セージ， 中がＩ メ ッ セージ

と 考えたら 分かり まし た。 あと ， グループ 分け

の活動も 心に残っ ています。 身ぶり ， 手ぶり で

言いたいこ と を 伝える のは， 本当に難し かっ た

です。 けど， みんなと 協力し て， する こ と がで

き ま し た。 こ れから は，Ｙ Ｏ Ｕ メ ッ セ ージ を 使

わず，Ｉ メ ッ セ ージ で 話し 合い を し た い で す。

あと ， 差別を せず， ど んな人も 仲良く ， 平等に

なっ てほし いと 思いまし た。（ ６ 年生）

　 私は， 今日の学習を し て， ち がい＝まち がいではないと いう こ と が分かり まし

た。 今まで，話し 合いのと き ，Ａ かＢ を多数決で決めていたけど，こ の学習を し て，

Ａ ＋Ｂ ＝Ｃ と いう よ う によ く 考えて ， 決めよ う と 思いまし た。 そし て， みんなが

みんな話せないと いう こ と も 分かり まし た。 だから 私は， 困っ ている 人がいたら ，

ジェ スチャ ーや道具を 使っ て， 助け合おう と 思いまし た。 も し ， 困っ ている 人が

いたら ， 近く にある 物を 使っ て， 教えてあげよ う と 思います。 私は， こ の学習を

し て， 助け合う 波野小学校にし ていき たいと 思いまし た。（ ６ 年生）

　 ぼく は， ち がい＝まち がいではないと いう 言葉が心に残り まし た。 発表する と

き に他の人と ち がっ たら と いう 不安があっ てと ても 言えない時があり ます。 けれ

ど今日， 習っ たこ と を 生かし て， １ つ１ つの意見が大切だと 思い， 発表を 怖がら

ずに， 言いたいと 思いまし た。Ｙ Ｏ Ｕ メ ッ セージは，Ａ かＢ を 決める こ と で，Ｉ メ ッ

セージ は，Ａ ＋Ｂ ＝Ｃ と いう ， ２ つの意見を 合わせたも のだと 分かり ま し た。 話

し 合いなど で， よ く 多数決を し ている こ と があり ます。 こ れから は， 多数決では

なく ， １ 人１ 人の意見を 聞いて， まと めて 決めたいです。 こ れから ， １ 人１ 人の

意見， 考えはと ても 大切だと いう こ と を 忘れないでいたいです。（ ６ 年生）

　 子ど も たち のワーク ショ ッ プ ， 他の職員

にも 見てほし かっ たです。 子ども たち がい

き いき し ている 姿や自分の気持ち を 素直に

話せる 様子から お話し ていただいたこ と が

よ く 子ども たち に届いていたから ではない

かなと 思います。 教職員セミ ナーも ワーク

ショ ッ プを 交えて受講し たいなと 感じ まし

た。 よ り 深い学びになり そう な気がする か

ら です。 今日はあり がと う ございまし た。

　「 言葉を 大切に」 普段から 心掛けている つも り

ではあるが， 果たし てでき ているかどう か振り 返

るよい機会です。 何年勤めていても ， やはり 立ち

止まっ て自己を見つめ自問し 続けていきたいと 思

います。 学校生活全般において人権が尊重さ れる

―当然の事と 肝に命じ ているつも り です。

　 当たり 前のよ う に思っ ている 忘れがち な

こ と を 本日受講し たこ と によ り 改めて確認

する こ と ができ た。 日々の生活の中でつい

忘れがち になる こ と を こ う いっ た機会に思

い出さ せていただけてあり がたかっ た。

　 児童の活動を 見ていて， 自分たち は本当に児童の立場に立っ て

発言を し ている かを 改めて 考える 機会にな り ま し た。「 初めての

こ と 」 と いう のは誰でも 心配や不安がある こ と ですが， 児童はそ

れを 毎日繰り 返し 行っ ている こ と を 思う と ， 当たり 前に一日を 過

ごす中でも ， ずいぶん頑張っ ている んだと 気付かさ れまし た。 子

ども を見る 視点が広がっ た気がし ます。あり がと う ございまし た。

2 教職員を 対象と し たセミ ナー ～教職員の感想～ ワーク ショ ッ プの目的と 意義を共有し まし た。

3 保護者・ 地域の方々を 対象と し たワーク ショ ッ プ ～保護者・ 地域の方々の感想～ 子どもたちが体験し たワークショ ッ プと 同じ 内容で実施し まし た。

　 知ら ないから 学ぶ， で き な いから 助けても ら う こ の２ つが心

に残る 言葉。 ち がいはまち がいではない。 宝である ち がいこ そ。

ま ず自分の意見を 持ち， 人の意見を 聞く 。 何回ワーク ショ ッ プ

に参加さ せて も ら っ て も 気付かさ れる こ と が多いで す。 いい勉

強を さ せても ら いまし た。 あり がと う ございまし た。

　 まずは子ど も への声のかけ方を 変えていき たいと

思いまし た。 当たり 前だと 思っ ていたこ と が他の人

にと っ ては違う と いう こ と を 学びまし た。 ぜひ機会

があれば本を 借り に行き たいと 思います。 地域や保

護者の話し 合いの場では， ぜひ今回の事を 意識し た

いです。 あり がと う ございまし た。

　 討論の大事さ（ 対話の重要性） 昔のコ マーシャ ルじ ゃ

ないけど， 違いのわかる大人になり たいと 思いまし た。

　 ちがいを認める伝えるこ と の大切さ はＹ ＯＵ

メ ッ セ ージ，Ｉ メ ッ セ ージ 日常生活でＩ メ ッ

セージを 伝えら れる よ う に， も っ と たく さ ん

の人に今日の学びをと どけてほし いです。

　 今までに経験でき なかっ た学びの場だっ

たので， おく ればせながら こ の事を 学べた

こ と で少し でも 地域にと けこ んでいき たい

と 思いまし た。

　「 男女共同参画」 と いう 取組が具体的にわかり まし た。 子育て，

子ど も に対する 声掛けや気持ち の持ち 方についても 気付かさ れ

る こ と が多かっ たです。 こ れから も 生かし て いき たいと 思いま

す。 あり がと う ございまし た。

　 ワーク ショ ッ プの経験， 初めてでし たが， と ても 興味深いでし

た。「 まちがいこ そ宝物」「 Ｉ メ ッ セージ」こ の意味心に残り まし た。

　 初めて左手で自分の名前

を 書き， むずかし かっ たで

す。 良い経験でし た。

　 楽し い時間を 過ご せま し た。 い

ろ いろ 思い当たる こ と があり ま し

た。 あり がと う ございまし た。

事業を終えて～今後の取組など～

　 今回， 児童・ 教職員・ 保護者・ 地域がそれぞれに同様のプロ グラ ムでワーク ショ ッ プを通し て学べたこ と は , 貴重な時間だっ た。 あら ためて「 みんな違っ てみんないい」

と いう 気づき から 始まり ， 違いを 排除する のではなく ， 違いから 新し い価値観を つく り 出すこ と が大事だと いう こ と を 学ぶこ と ができ た。 児童だけが学んでも ， 私た

ち 周り の大人が変わら なければなら ない。 教職員や地域から も 「 Ｉ メ ッ セージ」 を 大人が使う こ と で , 子ども たち と のコ ミ ュ ニケーショ ン を 深めていき たいなどの多

く の学びを 得る こ と ができ た。 こ れから も , 学校・ 家庭・ 地域が一体と なっ て，一人ひと り の人権が大切にさ れる 場所で , 人権感覚が豊かな子ども たち を 育てていき たい。

参観し た方々

地域の方々等への事業取組の周知

　 Ｉ メ ッ セージ，Ｙ Ｏ Ｕ メ ッ セージについては研修を 受けたこ と がある 。意識し て実践する よ う に心掛けており ,結果，人間関係が円滑に築けるよ う になっ てき た。Ｉ メ ッ

セージ，Ｙ Ｏ Ｕ メ ッ セージを 小学校段階で知り ， 子ども たち が実践する こ と によ り 相手を尊重する姿勢が自然と 身に付く のではと 思う 。 今回のワーク ショ ッ プで終わり

ではなく 継続し て取り 組んでいける よう 町教委と し て支援し ていき たいと 思う 。

・ 家庭教育学級の一環と し て位置付け， 保護者向けの案内を Ｐ

Ｔ Ａ 全戸数に配布し た。

・ 12月発行の「 学校だよ り 」 に掲載し た。（ 発行部数： 約13 0 部）

波野小学校全Ｐ Ｔ Ａ 戸数， 諸関係機関に配布し た。

・ 学校ブロ グにて会の様子について， 写真を 添えて紹介し た。

保護者案内文書 学校ブロ グ

学校だよ り 12 月号
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奄美市立朝日中学校
所 在 地： 奄美市名瀬朝日町２９ -１

電話番号： ０９９７-５２-１１９５ ●生徒数： ３ ０ ４ 人

●学級数： ９ 学級

・ 自主的活動を通し た地域の一員としての自覚の高揚と 具体的実践

（ クリーン登校・ 市民清掃・ 地域生徒会）

・ 福祉体験活動を 通し た思いやり の醸成（ 福祉施設訪問体験学

習・ 保育所ふれあい体験）

・ 伝統文化の継承活動（ 体育大会での八月踊り・ 島唄や島口の継承）

・ ふるさと 教育の推進（ 学校支援ボランティアの活用）

特
色
あ
る
活
動

事業取組のきっかけ

実際に取り 組んで

1 こ れまでの学校の取組

2 事業応募への思い

（ 1） 本校の人権同和教育の目標

　 　 人権・ 同和問題について正し い認識と 理解を 深めると と も に， 人権同和教育

に関する研修の充実を図り ， 基本的人権を尊重する教育を推進する。

　 私は今までちがっていたらどう し よう と 不安があり 発表するのが怖かったけれ

ど， ちがい＝間違いではなく て， 一人一人ちがいがあるからこ そ美し いと いう こ

と を知り まし た。 また， 絵を描く 活動では， みんな同じ 言葉を聞いていたのに描

いている絵がちがっていて面白いなと 思いまし た。 全て同じ と いう 人はいないけ

れど， 全て違う と いう 人も いないので， こ れからは自分の個性， みんなの個性を

出し ていきたいです。 また， 発表をたく さ んし て， もし ちがっていても「 何で違

う の」 でなく て「 もっと こう 思う かな」 と いう 風に捉えていきたいです。（ １ 年）

　 今回の授業で人には人それぞれの考え方や個性があっ て， その考え方

や個性を 否定し てはいけないのだと 知るこ と ができた。 発言し やすい環

境を作るこ と が大切だと 聴いて， 普段グループ活動で話し 合う と きに友

達と 違う 意見や考え 方だっ たら ど う し よ う と 不安になる こ と があり ，

し っ かり 自分の意見を 発言するこ と ができていませんでし た。 でも 今日

の話を 聴いて， も っ と 積極的に話し 合いに参加し て， 自分の意見がし っ

かり 言えるよう になり たいと 思う こ と ができ まし た。 そし て， 人は意見

を言う と きに後ろ の理由などを 述べるこ と を 忘れてし まっ て， 人を 知ら

ない間に傷つけてし まっ ているこ と が分かり まし た。 なので， こ れから

は発言に気をつけて生活し ていきたいです。（ ２ 年）

　 僕は「 男女共同参画」 っ て， どんなこ と を学ぶのだろう と 最初は思って

いまし た。 でも ， ごく 日常的なこ と で共感できるこ と が多く あり まし た。

例えば， 周り と の違いを 恐れているこ と や自己肯定感が足り ないこ と が

挙げら れます。 そし て，特に僕の印象に残っていること は「 同感を共感に」

です。 同じ よう に感じ る「 同感」 でなく ， 自分の意見は違う けれど僕も そ

う 思う と いう よう に相手の意見に賛同する「 共感」 が大切であるこ と 。 こ

れによって， 自分の意見も 確実に持ちつつ， 多様性を築いていく こ と がで

きると 思います。 また， こ れら の他にも たく さ んのこ と をこ の講話で学び

まし た。 こ れから の生活で， 活用できる「 Ｉ メ ッ セージ」 や「 自分に自信

を持つ」 こ と などは， 意識し て取り 組んでいきたいと 思いまし た。（ ３ 年）

　 今日の学びの広場の講話を 聴いて， 今までの自分を考えてみまし た。 幼いこ と はよく 女子は勉強が

でき て当たり 前だ， 男子はスポーツができて当たり 前だ等と 思っ ていまし た。 その頃の考え方は幼い

考え方だと 今思います。 一人の考え方， 捉え方に感じ 方には様々な違いがあり ます。 それが「 個性」

であり ， こ れから の社会で生きていく も のだと 思いまし た。 違う から 恥ずかし いのではなく ， 違う か

ら 楽し いし ， 違う から こ そ誇ら し い仲間が僕の周り にはいると 思います。 また， 相手を 責めるよう な

Ｙ Ｏ Ｕ メ ッ セージではなく ， 自分と 向き 合いながら 相手と 意見を 話し 合えるＩ メ ッ セージを 使っ てい

こ う と 思います。 一人一人の個性と 能力を十分に発揮できる社会， 環境を目指し たいです。（ ３ 年）

　「 男だから」，「 女だから」 と いう 事はよく あると 思う けど， 人間と し て

考えると ， 男女と いう 性別は関係ないなと 思いまし た。 今日の男女共同参

画で恵さ んが言っていた「 なぜ， 少人数なら言えるけど多人数になったら

発表できなく なるのか」 と いう こと で， まちがっていたらどう し よう 等と

不安に思ってし まう けど， 一人一人違う 個性を持っていると 言われて， 私

は少し 自信がつきまし た。 友達の発表に「 それはちがう でし ょ 」 と か言わ

ず， その人はその人なり の考え方や捉え方と し て友達の考えに興味を持

ちたいと 思いまし た。 男・ 女・ 子ども・ 高齢者・ 不自由な方と か関係なく ，

人間とし て， こ れからいろんな人に接し ていこう と 思いまし た。 男女共同

参画でたく さ んでたく さ んの事を学ぶこと ができて良かったです。（ １ 年）

　 私は発表するこ と が苦手です。 みんなと 違っ ていたら どう し よう と か， 失敗

し て笑われたら どう し よう と 思っ ていたから です。 だから ，今日の講話のと き，

最初に発表し ている 人や自分から 進んで発表し ている 人を 見て， すごいなと

思いまし た。 でも 今日の講話で恵さ んが「 ち がいはまち がいじ ゃ ないです」

と 言っ ていて， 一人一人がちがっ ていても いいのだ， ちがう こ と は恥ずかし い

こ と じ ゃないのだと 思えるよう になり まし た。 いろんな差別や偏見をなく すた

めには， 一人一人がちがっ て当たり 前と 思えるよう に「 同調圧力」 をし ないよ

う にするこ と 等を意識すれば，簡単にできるこ と だなと 思いまし た。Ｙ Ｏ Ｕ メ ッ

セージをＩ メ ッ セージに変えるだけでも 印象がちがっ たり ， 嫌な気持ちになっ

たり し ないので， 日常生活から 心がけていこ う と 思います。（ ２ 年）

　 本校の生徒は素直で明るく 活動するこ と ができ るが， 自己肯定感が低く ， 自分の気持ちを言葉や行動で表現するこ と が苦手である。 また， 男

女混合名簿の作成や「 さ まざまな性について考えよう 」 をテーマに道徳の授業を積極的に展開し ているが， 生徒・ 職員・ 保護者と も に男女共同

参画について学びを深めたいと 考えている。

　 そこ で， 本ワーク ショ ッ プを通し て， 人権意識を高め， 他者への気持ちのより よい伝え方について学び， 自己肯定感を高め， 温かい人間関係

を築いてほし いと 思い， 応募し た。

（ 3） 人権同和教育の取組

朝日中いじ め０ スローガン『 和』 の決定

・ 人権学習①（ 人権教育読本「 ひら く 」 を 活用し て，

奄美の歴史から 人権を考える）

・ 人権標語・ 人権作文・ 人権ポスタ ーの募集

・ 人権学習②（ 全国中学生人権作文コ ン テ スト 作品

から ， いじ めについて考える）

・ 拉致問題をテーマにし た全校での人権学習

・ 生徒会による奄美日本復帰記念月間の取組

（ 2） 本校の生徒の実態

・ 素直で明るく ， 学校活動にも 部活動にも 一生懸命に励む生徒が多い。

・ 他学年と の交流（ あまみっ 子すこ やかプログラ ム） も 多く ，仲良く 過ごし ている。

・ 全体的に勉強は苦手であるが， 授業には意欲的に取り 組むこ と ができ る。

・ Ｓ Ｎ Ｓ・ ゲーム依存により ， 生活習慣を確立でき ない生徒も いる。

１ 生徒を 対象と し たワーク ショ ッ プ ～子ども たちの感想～

10月18日（ 月）
 8： 30～10： 20 １ 年生徒ワークショ ップ 104人

 10： 30～12： 20 ２ 年生徒ワークショ ップ 91人

 13： 25～15： 25 ３ 年生徒ワークショ ップ 109人

 15： 40～16： 30 教職員セミ ナー 20人

 19： 00～19： 50 保護者・ 地域ワークショ ップ 23人

事 業 実 施 概 要
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　 今日の研修を 通し て， さ ら に知識や理解を 深める こ と ができ

まし た。 何よ り 子ども たち がワーク ショ ッ プを し ている と き に，

表情が変わっ ていく 様子を 感じ る こ と ができ まし た。 私たち も

日ごろ から 心がけている こ と ではあり ますが， こ れを 良い機会

と と ら え， 様々なこ と で再度見直し ながら やる べき こ と ができ

たら と 思います。 本日はあり がと う ございまし た。

　 生徒への接し 方を 改めて 考え さ せら れま し た。

も っ と 任せてみないと 認めな いと 。Ｉ メ ッ セージを

心がけて 意識し な がら 取り 組みた い と 思いま す。

日々も 忙し く 疲れる こ と も あり ま すが， 子ど も に

近い存在と し て， 自信を 持っ て 明る く 接し て いき

たいと 思いま す。 ち ょ っ と し た言葉が励みにな る

と 感じ まし た。

　 ま だま だ自分の中で 勉強不足の部分

が多々あり ま す。 研修を 通し て， 男女

共同参画に対する 考え 方を 深める こ と

がで き ま し た。 し かし ， こ れで 満たし

て いる わけで はな いので， こ れから は

も っ と 自主的に学びの姿勢に努めたい

と 思います。

　 生徒のワーク ショ ッ プでなかなか人前で発言でき ないの

は我々大人が今まで作り 上げてき たも のだと 反省し たいと

思っ た。 いろ いろ な差別が世の中にはある が， それがなく

なるよ う に今後少し でも 尽力でき たら と 思います。

　「 指示の最適化」 と いう 言葉が， 一番心に刺さ り まし た。

相手のこ と を 考え， お互いにと っ てよ り 良い方向へ導く た

めに心を 砕く 手間を 惜し んではなら ないと 改めて思いまし

た。 そし てやはり ， 自分自身が素直である こ と も 必要かと 。

でも ， いろ いろ な枠組みの中で「 自分はこ う だ」 と か「 自

分はこ う 思う 」 と 発する こ と の難し さ に加え， それがど う

受け取ら れる か分から ない怖さ があり ます。 性別・ 年齢に

関係なく ， 一人の人間と し てき ち んと 向き 合う 姿勢を こ れ

から も 忘れずにいき たいと 思います。 でも ， 伝える・ 聴く ・

受け止める と いう 努力を怠ら ない人であり たいです。

　「 ち がい≠ま ち がい」 の話を さ れて いま し たが， ま さ に

その通り だなと 思いまし た。 中学生になる と 発表も 少なく

なり ， 学級の雰囲気も ある かも し れませんが， そのよ う な

場を 教員が作っ ている かも し れないなと 思いまし た 。 自分

が考えていた男女共同参画と いう のは， と ても 狭い範囲で

考えていたなと 思います。 中学生にし っ かり と 伝えていけ

る よう に， こ れから も 意識し ていき たいと 思います。

　 生徒ワーク ショ ッ プ の開設・ 指導の仕方について学ぶこ と が

でき て良かっ た。 男女共同参画について子ども たち と 一緒に学

ぶこ と は大切だと わかっ ている が， 実際に何を すればよ いかを

理解し ていなかっ た。 生徒のワーク ショ ッ プ に参加し て， 特に

「 ち がいを 認める」 について 深く 考え た。 隅っ こ で 活動する 子

ど も たち にネガティ ブなイ メ ージを 持っ てし まう 等， 反省する

点も 多いが， こ れから 学んでいく べき 課題だと し て教育に励ん

でいき たい。

　 生徒ワーク シ ョ ッ プ で は， 子ど も たち がち がう こ と を 認め，

お互いに気持ち を 伝えあっ ていた。 人権教育については， 全て

の教育活動について全職員で積み重ねていく こ と が大切だと 感

じ たので， 共通理解・ 共通実践に努めたい。 未来を 切り 開いて

いく 子ども たち のために， 心に寄り 添っ て指導し く 。

　 男女共同参画の学びを 深める う え で な く て はな ら な いも の

が， 同感でなく 共感が大切である と 感じ まし た。 知識だけでな

く ， 実践にいかし ていき たい。

　 以前聴いたこ と のある 話で し たが， ま た数年経っ て 聴く と ，

感じ 方や考え 方も 変わっ て い ま し た。 子ど も た ち のワ ーク

ショ ッ プに取り 組む姿や考えている こ と がそれぞれ異なっ てい

て面白かっ たです。 日々接する 子ど も のこ と を 今後も 一人一人

理解し ながら ， 言葉かけから 工夫し ていき たいと 思いまし た。

2 教職員を 対象と し たセミ ナー ～教職員の感想～ ワーク ショ ッ プの目的と 意義を共有し まし た。

3 保護者・ 地域の方々を 対象と し たワーク ショ ッ プ ～保護者・ 地域の方々の感想～ 子どもたちが体験し たワークショ ッ プと 同じ 内容で実施し まし た。

　 子ども たちの指示待ち ( 指示がないと 動

かない ) は， 日々の私たち 親が命令し 生活

し てき たこ と によ る も のだと 気づかさ れま

し た。 反省で す！「 Ｉ メ ッ セ ージ」 を 取り

入れながら 声かけし ていきたいと 思います。

　 男女参画と いう 言葉は聞いたこ と があり まし たが， 内容など はよ く わかっ ていま

せんでし た。 恵さ んの講演がすご く わかり やすく ， 違いは間違いで はな い。Ｉ メ ッ

セージ， 大人の声かけを 見直し ていこ う と 思います。 なる ほど！と いう 時間がたく

さ んあり ， と ても 楽し く 面白い時間でし た。

　 男女共同参画， 学生の頃にさ ら っ と 学んだり ， 自分の社会では「 結

局昭和な感じ だよ ね」 と 社会の変化を感じ る こ と なく ，自分自身も「 女

性は損だ」 と 思っ て過ごし てき まし た。 けど， 今日の講話で何も 難し

く 考えず， 自分の手の届く 範囲から 自分が意識し て変化を 少し ずつ起

こ し ていけばよ いのだと 身近に感じ まし た！！

　 日常生活の中で， ち がいを 恐れる こ と は多く あり ます。 ち がいは間

違いや劣っ ている こ と ではないこ と はわかっ ていますが， やはり ち が

いが邪魔を し ます。 自分自身がそのこ と を し っ かり と 受け止め， 相手

に対し て ち がいを 認める こ と を やっ て いこ う と 思いま す。Ｙ Ｏ Ｕ メ ッ

セージ で はな く ，Ｉ メ ッ セ ージ がと て も 大切だと 思いま す。 自分がこ

う 思う から こ う でないかと 言葉にだせる よう にし ていき たいです。

　 自分の意見や考えている こ と ， 思っ ている こ と を なかなか伝えら れ

ず， 人と 違っ たら ど う し よ う ， 相手に嫌な思いを さ せたら どう し よ う

と 意見を 伝えら れなかっ たのですが， こ れから は子ど も たち にも 人と

違っ ていても 恥ずかし く ない， 自分の思いや意見を 言える よ う な環境

づく り を し ていこ う と 思いまし た。

　 講師の先生の話し 方・ 内容にと ても 引き

つけら れまし た。 子ど も たち の授業の内容

も 分かり ， と ても 良かっ たです。「 ち がい」

は宝なのだと ， 子ど も たち に伝えていき た

いと 思いし た。 あり がと う ございまし た。

　 今日から 人が変わっ たよ う に， 子ども た

ち と 接し みよ う 。 子ども たち も 毎日頑張っ

ている。

　 思っ ていた内容と 違っ て， と ても 身近に

感じ る 内容でし た。 家族であっ ても ， 背景

や後ろ の思い・ 考え方・ 意味を 伝えていく

こ と を 心がけよ う と 思いまし た。

　 お話を 聴いていて， ド キッ と する と こ ろ

があり まし た。わかっ ていても「 Ｙ Ｏ Ｕ メ ッ

セージ」 を し ている 時がある なぁ と 再確認

する こ と ができ まし た。 私も 子ども たち と

ま だ成長し て いける よ う に，「 Ｉ メ ッ セー

ジ」 をも っ と 発信し ていき たいです。

　 恵さ んのお 話が「 う ん！そ う だ な！！」

と 納得する ばかり でし た。 あり がと う ござ

いまし た。 子ど も たち の未来に， 個性豊か

な感性が広がる 素敵な社会になっ ている こ

と を 望んでいます。

　 職業上， ジェ ン ダーギャ ッ プ について考えたり ， 女性の支援を し たり し ています

が， 今回のワーク ショ ッ プを 受けて， 子ども たち が体験を 通し てと ても 実感し て考

えら れる 企画だっ たので，と ても 良かっ たと 感じ まし た。こ れから の社会，ジェ ン ダー

の壁を越えた社会になれるよ う ， 大人の私たちも 頑張ら ないと いけないと 思います！

事業を終えて～今後の取組など～

　 生徒ワーク ショ ッ プを 終えて， 自己肯定感が高まり ， 人前で発表する こ と に自信を 持っ た生徒が多く いた。 授業中の学

び合い活動や総合的な学習の劇の練習で積極的に輝く こ と ができ ている 。 誰も が個性を いかし て輝ける 学校にする ために，

今回の学習を 通し て学んだこ と を いかし て，継続的に学ぶ機会を つく り ，生徒と 保護者と 職員の人権意識を 高めていき たい。

参観し た方々 地域の方々等への事業取組の周知

　 大事なこ と だけど ， 日常生活の中で優先順位の低い人権， 子ども の

権利について学べる 機会がある のはあり がたいと 思いまし た。 子ども

だけでなく ， 先生， 保護者も 含めて意識を 共有し ていく こ と が大事だ

と 思います。

　 大人も 子ど も も 不寛容な 社会で 生き て いる と 思いま す，「 ち がい」

があっ ていい，「 でき ない」 はダメ なこ と ではないを みんなで共有し

たいと 本当に思っ ています。 学びの場を あり がと う ございまし た。

・「 私たち の人権コ ーナー」 へ感想の掲示

・ 学級通信にて， 学習内容の発信と 感想の紹介

・ 学校便り にて， 取組の様子の発信

私たち の人権コ ーナー
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